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～ 研究ノートー
モノの記号性の近代史
TheModernhistoryofsemioticoncommdity
白 石 哲 郎
要 旨
20世紀後半の四半世紀の間に多国籍産業資本は,絶 え間ない利潤の増大のために生産技術を革新
するとともに,そのような計算可能性に特化 した生産力を背景にして商品化を押し進めてきた。帰結
として,ポ ス トモダニズムと称される芸術様式まで含む複製,つ まり記号として機能するシミュラー
クルが無際限に氾濫する大衆消費社会が出現 したのである。
本稿は,現代の消費社会を素描するパラダイム構築へ向けた形而上学的取 り組みの一端であるが,
モノの特性と同時に,そ の本質がどのように変遷 してきたのかについて,ジ ャン・ボー ドリヤール,
ワルター ・ベンヤ ミン,フ レドリック・ジェイムソンの理論を援用 しながら,近代以降の資本制生産
様式の漸進的変動の見地から考察 した。
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1.モ ノの特 性 と本 質 の変遷
一市場資本主義時代一
後期近代以降,と くに先進諸国 において過去
類 を見な い 「モ ノの再 生産 原理」 に依拠 して
「商品化」 が行 われて きた。 本稿 におけ る商品
化 とは生産関係にお ける労働力 の売買ではな く,
生産市場の拡大のために,産 業資本 が 「モノ」
.を再帰 的に 「生 み直 し」,販 売可能 な商品資本
のコ レクシ ョンを蓄積 してい く戦 略であ る。
グローバル経済の進展 に伴 って,と りわけ,
商 品化 に関す る意思決定 や市場 の拡張に欠 かす
ことので きない高度 に専門化 された経 営戦 略が
行 われ る 「グローバル都市(globalcity)」一
ニ ュー ヨーク,ロ サ ンゼルス,パ リ,ロ ン ドン,
東京 といった先進 国主要都市 に加え,香 港,バ
ンコク,台 北,サ ンパ ウロ,メ キ シコシテ ィな
ども含まれ る(Sassen2001)一において,か
つ てない規模 でモノが溢れ,そ して時 に生 産力
が追 いつかな くな るほ どの速度 で消費 されてい
る。 ボー ドリヤールは,こ の過程 において消費
者の 内面で引 き起 こされる(モ ノの客観 的生産
性 との)葛 藤を 「心理的窮乏化」 と呼ぶ(Bau-
drillard1970)o
本稿 で は,ジ ェイム ソン(Jameson1991)
によ る 「市場 資本主義(marketcapitalism)」
(1700～1850),「独 占資本 主 義(monopoly
capitalisrn)」(1850～1945),「後期 資本 主 義
(latecapitalism)」な い し 「多 国籍 資本主 義
(multinationalcapitalism)」(1960～)の概i
念 図式 に依拠す ることで,資 本制生産様式 の通
時性 の見地か ら,モ ノの特性 および本質 の歴史
的展 開につ いて概観 する。
現代 的な特性 と本質 を内包 す るモ ノは,市 場
資本主義が勃興 した18世紀に出現 した。簡 潔に
述べ れば市場資本主義は,レ ッセ フェールの原
理 を背景 に中小多数の産業資本が 自由競争 を展
開 し,蒸 気駆動 の生産技術 に依存 した工場制機
械工 業,つ ま り 「重量 資本主義(hea▽ycapi一
talism)」(Bauman2000)が確立された時期
の生産様式である。その担い手は,「資本主義
の精神」をエー トスとすることで,合 理的な産
業経営を実現 した近代的資本家層であった。こ
の時代における最も一般的なモノとは,前近代
よりも明らかに多 く流通するようになった 「交
換価値」を もつ 「キッチュ(kitsch)」(粗雑な
模造品としての服飾や工芸品)で あるが,こ こ
に新たに加わった形象がある。それは所有の寡
占か ら解放された過去の高尚文化の模造品であ
り,また,工 業化とともに衰退 しつつある人間
の身体性および,故郷の再現,す なわち模倣を
至上命令 とする芸術一 「バロック」 と 「現実主
義(Realism)」一である。
市民革命を経て新たな支配層となった資本家
階級は,絶 対君主がかつて したように,モ ノ,
とくにキッチュを自己の 「威信」表示の媒体 と
見做すようになったのである。こうした願望の
背景には,資 本家層の間で醸成された神(あ る
いは神から権力を譲渡された君主)に 代わる新
造物主としての矜持があった。つまり,資本家
階級にとってモノは,威信という社会的な意味
を他者 に顕示する 「記号」であった。「かつて
は地位の秩序の特徴であった,記 号の同一階級
内だけでの流通に,競争的民主主義がとってか
わる。それ と同時に……かつてその明白さゆえ
に数が限られていた 〔記号の〕用具を拡張する
ことによって,増殖された記号は拘束された記
号の模造品となる。」(Baudrillard1976=1992:
120)
こうして,「シミュラークル(simulacres)」
という近代以降のモノの一貫 した特性が明確と
なる。それは生産様式の次元に応 じて三つの領
域を構成す るが,市場資本主義の時代において
は,「模造」および 「模倣」の段階なのである。
さらに複製可能であるということに付随して,
モノの特性 には,シ ミュラークルが生産 される
際の準拠枠 となる 「価値法則」が加わることに
なる。ボー ドリヤール(Baudrillard1976)は,
産業社会の発展段階に対応 した三つのシミュラー
クルに並行 して,三 つの価値法則の領域を提示
するが,とりわけ芸術における第一のシミュラー
クルの場合,「自然的価値法則」が支配的とな
るQ
市場資本主義下のモノは,と くに芸術 に関し
ては,資本家層の自己の地位と権威への野心に
加えて,一・種のノスタルジアに依拠 していた。
彼 らはバロックにせよ現実主義にせよ,身体や
故郷の 「ある種の 「自然」のシミュラークルの
なかにその価値を見いだすことになるが,こ の
場合,「自然らしさ」ということが問題になる。」
(Baudrillard1976=1992:121)ただ し,第一
のシ ミュラークルの 「本質」に関 しては,その
二重性に留意 しなければならない。労働者階級
にとってのキッチュ(模造品)は,基 本的には
生活手段であ り,生 存への即時的寄与 という
「使用価値」として機能していた。
2.モ ノの特性 と本 質 の変遷
一独占資本主義時代一
19世紀後半における重量資本主義の拡大は,
いくつもの大資本を抱える独占資本を台頭させ,
やがて列強国同士が海外市場を争奪 しあう 「総
力戦」を二度にわたって引き起 こした。「資本
主義の第二の契機,つ まり独占と工業化の時代」
(Jameson1998=2006:136)を切 り開いたの
は金融資本の存在と同時に,電気 と化石燃料に
依存 した画期的な生産手段であったことは言う
まで もない。新 しい機械技術は労働者の搾取と
疎外を深刻なものとしたが,芸 術を含めたモノ
の体系に対 しては,範疇の拡大とともに,そ の
特性および本質の二側面に決定的な変化をおよ
ぼした。
生産様式の独占的段階において,モ ノの目録
に加えられたのは 「ガジェット(gadget)」ま
たは 「マシャン(machin)」と外在化 された
技術による 「複製芸術」である。いずれの出現
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も,ベル トコンベヤーに代表される機械技術が,
重工業以外の分野を新たに産業化 していく基盤
として転用 された帰結であるが,ガ ジェッ ト
(マシャン)と は 「何とかという物」,「名もな
い物」,つまり実用性に乏 しい発明品一無駄な
付随機能 をもつ機械製品や自動車 の尾翼 とク
ロームメッキパーツなどを指す一のことである
(Baudrillard1968)。そして同時期に,芸術の
シミュラークルを規定する新 しい複製技術(蓄
音機,レ コー ド,輪転印刷機,写 真,映 画)が
ガジェットに付加される。
ダダイスムやアヴァンギャル ドの表現手段で
あったはずの 「モダニズム(modernism)」一
ジェイムソン(Jameson1991)は,モダニズ
ムを独占資本主義に対応する芸術様式と捉えて
いる一は,複 製技術 によって 「実在」(オリジ
ナルの実物)と 遜色のないシミュラークル(複
製芸術)と して大量生産されるようになってい
く。芸術は 「アウラ」という一回性の信仰を喪
失するとともに,大衆の私的な欲求に奉仕する
キッチュ化の道を突き進むようになった一頑な
にダダイスムを志向する芸術家は自己の作品を
本来の意味でのキッチュに置換 し,それらを複
製 していく方法で,大衆化された芸術から距離
を置こうとした一のである。
古典的な絵画だけではなくモダニズムも,作
品への称賛 と同時に,洗練されたライフスタイ
ルを営む教養ある自己という 「シニフィエ」を
他者に表示すべ く,大衆間で私的に展示される
記号であったと言える。映画の場合は,「展示
的価値」に加え,社会的抑圧か らの心理的開放
やアノ ミー的に増大する暴力的衝動を代替充足
させるといったカタルシスと,近代社会の構造
に対する知覚を大衆に共有させる啓蒙の機能を
もつ(Benjamins1936)。つまり映画作品も結
局は,個人あるいは複数の主体が抱 く夢や幻想,
そして世界像 といった 「表象」を観客全体に表
示する記号 として機能 していたのである。
この一連の美的領域における過程は,新 たな
産業資本(文 化産業)の 台頭や,自 由と平等の
精神を共有するに至った大衆,す なわち,労賃
と等価のガジェットを,二次的欲求の充足のた
めに享受する 「消費者」の出現 と一体化してい
たが,このことは 「記号の大衆性」 という,独
占資本主義が生み出すモノの本質に新たな機能
が付加されたことを示唆している。大衆にとっ
て,記号消費の歴史は芸術の領域から始まった一
芸術以外のキッチュとガジェットの場合,記 号
としてよりも生活への有用性,つ まり依然,使
用価値として機能していた一と言えるのである。
また生産力の革新は,芸術以外のキッチュにも
質的変化をもたらした。 シミュラークルは,模
倣と模造から 「再生産」,すなわち 「複製」 の
段階へと移行するとともに,「商品的価値法則」
に準拠するようになる(Baudrillard1976)。
「モノ同士の関係は……等価性,つ まり差異の
消滅,を意味している……大量生産されるモノ
は,互いに相手を規定しようのない無限のシミュ
ラークルとなる。」(Baudrillard1976=1992:
130)そして,大量生産を前提とする商品とし
ての第二のシミュラークルは,その形象と所有
する集団との関係によって使用価値として機能
するか,あ るいは記号として機能するかに差異
があったが,機械化された産業技術に一様に準
拠 していた。
3.モ ノの特性 と本質 の変遷
一後期資本主義時代一
独占資本主義の後,1960年代を境に後期資本
主義が支配的な生産様式になると,高度な生産
諸力に支えられた 「多国籍産業資本」による商
品化と,人びとの消費衝動を絶えず喚起するた
めの 「シミュレーション過程における戦略上の
要衝のひとつ」(Baudrillard1970=1995:182)
としての広告,そ して誰 もが努力すれば理想と
する社会的地位に到達できるという 「共通価値」
の一般化によって,モ ノがあまね く記号として
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機能する社会が誕生 した。完全雇用を指向す る
福祉国家政策のもとで,あ らゆる階層 に上記の
規範が現実性をもって受容されていたからこそ,
記号消費の基..;となる 「普遍化 された競争とい
う現実の基盤」(Baudrillard1970=1995:74)
が醸成されたのである。
絶対的な貧困からの解放の上で,誰 もが然る
べき地位の獲得を志向 して競争する状況は,と
りわけ労働力人口と尖端産業が過度に集中する
大都市一後期資本主義の社会における都市は工
業都市か ら,多国籍産業資本による本社業務お
よび,それを補完する専門特化 した産業が集中
する,世界経済に戦略上不可欠なグローバル都
市へと再生 した一において顕著となる。ボー ド
リヤール(Baudrillard1970)は「地位獲得競
争」こそが,記号消費衝動の源泉であることを
指摘する。大多数の人びと(と くに中層以下の
階級)は,地 位を志向する競争において達成 し
えなかった抑圧された欲求を,モ ノを地位およ
び威信の象徴 として所有することで充足させよ
うとする。「消費衝動は,あ る種の階級にとっ
ては上の階層にのしあがれなかったという事実
を埋め合わせている。消費衝動は垂直的社会階
梯における満たされない欲求を埋め合わせるこ
とができるかもしれない。」(Baudrillard1970=
1995:72)どんなに廉i価なキッチュもガジェッ
トも,競争過程における膨大な数の敗者 にとっ
ては 「たとえ実用的価値がゼロだったとしても,
そのためにかえって差異表示記号となるのであ
る。」(Baudrillard1970=1995:156)消費に
よって上位の地位に成 り上がろうとする中下層
階級に対 して上層階級は,よ り希少性に富んだ
記号に乗 り換えることで,彼 らとの差異化を図
る。
したがって,グ ローバルな資本制生産様式を
背景とする大衆消費社会におけるモノの本質と
は,「普遍的記号消費」 と言えよう。実用性を
強調 して再生産されてきたモノ全般は,も はや
使用価値としてではなく,地位や威信 といった
社会的な意味を他者 に表示す る差異化記号 とし
てあ らゆ る主体 に所有 され るのであ る。消費衝
動 が,「あ る特定 のモ ノへ の欲求 で はな くて,
差異への欲求(社 会的な意味へ の欲望)」(Bau-
drillard1970=1995:95)として既成 事 実化
した とき,モ ノの特性 た る複製可能性 は,「再
生産」か ら 「シ ミュレーシ ョン」の次元 に移行
す る(Baudrillard1976)。今 日の多 国籍 産業
資本 によ る商 品化戦 略は,消 費者 の差異へ の希
求を予測 した上 で,あ る実在 を模倣 した一実在
に見 せかけた一モデルを創 出 し,そ れ を循環 的
に置換 して い く原理 を基盤 とす るので あ り,
「シ ミュ レー シ ョン ・モデル」 一これ らは常 に
先行 して,過 去 のあ らゆ る高 尚文化 と大衆文化
との折 衷 とい う 「ポス トモ ダニ ズ ム(post-
modernism)」の形式的特徴を成 して い る一を
基盤 に して,「 ポス トフォーデ ィズム」 の もと
で第三 の シ ミュラー クルは無 限増殖 す るのであ
る。キ ッチュ(ブ ラン ド物 の服飾,家 電製品,
乗用車)は,も はや再生産 にあた って実在 に依
拠 しな い。それ らは,デ ー タベー ス化 され た過
去 の記号 を自在 に復刻,あ るいは組み合 わせ て
出来 たモデル の複 製で しかない。「キ ッチ ュは
シ ミュ レーシ ョンの美学 を生みだす。実物 よ り
大 きいあるいは小 さい複製 を作 った り,素 材 を
(漆喰 やプ ラスチ ックで)模 造 した り,あ る形
をわざと無器用 にまねてみた り,ち ぐは ぐに組
み合 わせ た りして,キ ッチュは実 際に体験 した
わけで もない流行を反復す る。」(Baudrillard
1970=1995:155)また,商 品化 の基 盤 た るシ
ミュレー シ ョンは,ガ ジェッ ト(現 代 の場合,
携帯電話 や,芸 術 の新たな複製技術 と して機能
す るオーデ ィオ機 器な どが該 当)に も適用 され
てい る。
では,独 占資本主義の時代では既 に差異表示
記号であ った芸術 については どうか とい うと,
単 にその様式の体系が,モ ダニズ ムか らポス ト
モ ダニズ ムに代わ っただ けで あ り,記 号(キ ッ
チュ)と しての本質 は健在で ある。 ジ ェイム ソ
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ン(Jameson1991)は,後期資本主義がおよ
ぼす上部構造 レベルでの決定的変化をポス トモ
ダニズムの出現と捉え,大衆からの熱狂的なフェ
ティシズムに支え られなが ら全ての作品が商品
(記号)と して氾濫する消費社会の構造を指摘
する。
例えば 「ポップアー ト」は,消費社会の本質
的構造を表現する意図か ら内在的な原理として
シミュレーションを用いる。ただ,そ れが新た
な複製芸術 として大衆化 し得た要因は,ポス ト
モダニズムの市場拡大を図る政府や産業界によ
るジェントリフィケーションのみに還元されな
い。ポップアー トの普及は,作品を,洗 練され
たライフスタイルを示す差異表示記号と見做す
大衆(と くにアンディ・ウォーホルのように,
時代の寵児 として脚光を浴びる芸術家のライフ
スタイルに憧れる新中間層)の 知覚に由るとこ
ろが大きかったのである。
80年代 に入 って,西欧圏以外の多 くの産業資
本が後期資本主義の競争秩序へ参入を開始する
と,従来のケインズ主義に代わって新自由主義
政策が各国家政府の規定路線 となる。
帰結として 「高収入の仕事と低収入の仕事が,
アンバランスに集中 している」(Sassen〔1994〕
2001)という産業構造に起因する階層の二極化
が世界各都市で進行 し,格差が常態化される。
かつての共通価値への信頼が揺 らぎ,収入や社
会的地位の面での差異が固定化 される社会の趨
勢は,60年代の資本主義の黄金期をむしろ超え
る速度で,消 費による差異化の代替充足への渇
望を増大させたと考えられる。既にボードリヤー
ルが予期 していたことだが,地位をめぐる競争
を通 じて社会的不平等が拡大した結果,消 費を
自己の疎外感から解放 して くれる唯一の手段 と
見做す知覚が共有 され,「まず物を買い,労 働
によって買い直す……買った物を支払うために
働き続け」(Baudrillard1968=1980:199)る
という新 しい倫理が創発された。つまり80年代
以降,大都市では,地位獲得競争から排除され
た者の多 くが労働そのものにはもはや何 ら期待
を寄せることなく,消費によって即時的に他者
との差異を先取 りする性向を内面化するに至 っ
たのである。
いずれにせよ,誰 もが地位や威信,ラ イフス
タイルにおける差異を希求する社会では,シ ミュ
ラークルが準拠する価値法則(特 性)が,構 造
的なベク トルに向か う(Baudrillard1976)。
「構造的価値法則」とは,一 種の 「集合表象」
の如き 「コー ド」である。記号消費は,純粋に
主体的な実践 として人びとに自覚されているが,
その本質は,差異化 という構造的な論理による
強制である。「消費は……個人のレベルをはる
かに超えた無意識的な社会的強制 として個人に
押 しつけられるという事実……として定義され
る。」(Baudrillard1970:邦訳 6)。つまり,
記号の消費主体を拘束す る 「差異の表示的対
立」,記号の生産主体を拘束する 「差異の変調」
(Baudrillard1976)といった社会を 「抽象的
に」覆うコー ドこそが,現代における第三のシ
ミュラークルを規定する根本的な原理なのであ
る。
以上のように本稿では,近代化を通 じてモノ
が複製可能になるとともに記号 として機能する
に至る過程について考察したが,今後は記号の
無際限の氾濫がおよぼす社会的な病理現象の背
景を,グ ローバルな経済的政治的近代性の視座
から因果的に解明 していく作業が必要 となるで
あろう。
4.結 び
上述 した今後の新たなテーマに取 り組むにあ
たって,本稿を通 じていくつかの検証すべき課
題が明白になった。まず,記 号消費に支えられ
た後期資本主義は,その内在的な条件(下 部構
造)のみで自律展開し得 るのかについてである。
つまり,高度な生産力および競争至上主義的な
生産関係を常態化させる制度的背景の考察が必
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要 で あ る。
ま た,80年 代 に 入 っ て 加 速 した 階 層 の 二 極 化
に よ っ て,モ ノ を 記 号 と して 消 費 す る た め の 資
本 を 慢 性 的 に 欠 い た,文 化 的 目 標(地 位 お よ び
威 信 の 獲 得)の 欺 瞞 に 直 面 す る 貧 困 層 が 増 大 し
て い る。 し た が っ て,消 費 と い う 行 為 そ の も の
の 持 続 可 能 性 を 新 た な 差 異 の メ ル ク マ ー ル と 捉
え る バ ウ マ ン(Bauman2000)の 議 論 を 考 慮
に 入 れ な が ら,消 費 衝 動 の 動 態 に 関 して も 精 緻
な 分 析 が 求 め られ よ う 。
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